
　当会は静岡県下ＪＡ等が会員となって、お互いに助け合い、お互いに発展していくことを共通の理念とし

て運営されている相互扶助型の農業専門金融機関であるとともに、地域経済に密着した地域金融機関です。

　当会の資金は、その大半が県内のＪＡにお預けいただいた組合員及び地域の皆様の大切な財産である貯金

を源泉としており、資金を必要とする組合員の皆様や、ＪＡ・農業に関連する団体及び県内の企業・地方公

共団体などにもご利用いただいています。

　当会は、ＪＡとの強い絆とネットワークを形成することで信用事業機能を強化し、皆様の経済的・社会的

地位の向上を支援するとともに、地域のパートナーとして農業と地域経済の持続的発展に貢献することを使

命としています。

　また、金融サービスの提供にとどまらず、文化、教育、環境、福祉といった面も視野に入れ、地域社会の

活性化に積極的に取組んでいます。

　＜地域の皆さまからの資金調達の状況＞

◇　預り先別貯金残高 （単位：百万円）

預 り 先

農 協

連 合 会

会 員 の 組 合 員

准 会 員 ・ み な し 会 員

会 員

員 外

合 計

（注）　譲渡性貯金は除いて表示しています。

　＜地域の皆さまへの資金供給の状況＞

◇　貸出先別貸出金残高 （単位：百万円）

貸 出 先

農 協

連 合 会

会 員 の 組 合 員

准 会 員 ・ み な し 会 員

会 員

員 外

合 計

（注）　県外貸出金は除いて表示しています。
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地 域 の 皆 さ ま と の 関 わ り

１．地域に対する当会の考え方

２．地域の皆さまからの資金調達・地域の皆さまへの資金供給の状況
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◇　農業関係貸出金残高（県下ＪＡ・当会取扱分） （単位：百万円）

資 金 名

農 業 近 代 化 資 金

農 業 改 良 資 金

ス ー パ ー Ｌ 資 金

就 農 支 援 資 金

そ の 他 の 日 本 政
策 金 融 公 庫 資 金

農 業 制 度 資 金 合 計

アグリビジネスローン

ＪＡニューファーマー支援資金

〔資金の説明〕

　○　農業近代化資金

　　　　　農業を営む方や農業に関わる団体が、施設や機械器具の取得、家畜の購入育成、果樹の植栽育成、小規模な土地改良

　　　　等を行うときに利用できる資金です。

　○　農業改良資金

　　　　　エコファーマー、６次産業化の事業認定等を受けた農業者等が行う施設の造成等、最新技術の導入、販売事業の開始

　　　　等のために利用できる無利息資金です。

　○　スーパーＬ資金

　　　　　日本政策金融公庫資金のうち、認定農業者向けの資金です。他の制度資金と比べ、償還期間を長く設定でき、大規模

　　　　な投資を行う際に利用できる資金です。

　○　就農支援資金

　　　　　新たに就農を希望する方が利用できる無利息資金です。

　○　アグリビジネスローン

　　　　　農業法人等農業の担い手を育成支援し、地域農業の振興に資するための運転資金・設備資金に利用できる資金です。

　○　JAニューファーマー支援資金

　　　　　静岡県内で、ＪＡが技術指導・営農指導ができＪＡの推薦を得られることを条件に、新たに就農しようとしている方

　　　　に対して、必要資金を低利・無担保にて提供し、新規就農を応援する資金です。

　＜農業者・中小企業等の経営支援に関する取組方針＞

　当会は、「創造性ある金融サービスをとおして地域社会と夢のあるつながりを目指す」という理念のもと、

堅実・健全な経営を行い、農業者・中小企業等のお客様に質の高い総合金融サービスを円滑にご提供するこ

とを「当会の最も重要な役割のひとつ」として位置付け、当会の担う公共性と社会的責任を強く認識し、地

域密着型金融への取組みを進めていきます。

◇　JAバンク静岡保証料助成

　　平成２６年度に農業資金のお借入れをされる農業者の皆様を支援するため、｢JAバンク静岡保証料助成｣

　による金融支援を行っています。

◇　しずおかアグリビジネスローンの取扱い

　　農業法人・大規模農業者に対する運転資金・設備資金等の低利融資を通じて、静岡県の農業振興に寄与

　しています。

1,245

55

1,098 △ 146

52 △ 2

平成２６年３月期 平成２６年９月期 増　　　　減

22,684 21,784 △ 899

1,613 1,668 55

10,559 10,175 △ 384

5,021 4,823 △ 197

5,009 4,673 △ 336

480 444 △ 35

３．地域密着型金融への取組み
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◇　自然災害等による農業被害への金融支援

　　東日本大震災に起因した福島第一原発事故により放射能被害に遭われた県下農業者に対する利子補給等

　の金融支援を実施しています。

　　また、台風等の自然災害に遭われた農業者への利子補給等による金融支援を行っています。

◇　農業資金相談コーナーの開設

　　県下JA・静岡経済連主催のJA農業機械大展示会へ農業資金相談コーナーを開設し、農業機械等購入の

　ための資金相談に対応しています。

◇　成長分野に対する取組み

　　農業専門金融機関及び地域金融機関として、成長分野である、農業、環境エネルギー、医療・介護分野

　の支援に積極的に取組んでおります。

　　「農業経営アドバイザー」や「医療経営士」の資格取得を推進し、専門的な職員の育成を通じて、より

　質の高い支援・サービスの提供を図り、お客様とのリレーションシップの強化に努めてまいります。

　　なお、平成26年度上期は、「農業経営アドバイザー」試験に2名が合格し、当会の「農業経営アドバイ

　ザー」は34名となり、「医療経営士資格認定試験」に3名が合格し、当会の「医療経営士」は6名となり

　ました。

◇　融資相談窓口の設置

　　各融資営業の担当部店にお客様からの融資相談に係る「相談窓口」を設置し、新規のご融資や金融円滑化

　等の各種ご相談に対応する体制を整備しています。

　《金融円滑化に係る方針、金融円滑化に係る措置の実施状況》

　　＞＞＞ http://www.jabank-shizuoka.gr.jp/shinren/enkatsuka/index.html

◇　ビジネスマッチング

　　お取引先の販路拡大等の新たなビジネスチャンスを創出するビジネスマッチングに積極的に取組んでい

　ます。

　　平成２６年度上期のマッチング件数は37件となりました。

◇　６次産業化への支援

　　農業関連事業への支援を強化するため、今後、大きなビジネスチャンスとなる「６次産業化」を志向する

　２次・３次の商工業者の皆様に対する金融面のサポートとして「６次産業化応援資金」をご用意しておりま

　す。

◇　外部機関と連携した事業再生支援

　　当会は、事業再生等が求められている取引先企業の皆様の再生支援のため、全国のＪＡバンクグループ

　の中で初めて株式会社リサ・パートナーズと事業再生ファンド活用等に関する業務協力協定を締結しました。

◇　経営者保証に関するガイドラインへの対応

　　平成25年12月に公表された「経営者保証に関するガイドライン」を踏まえ、本ガイドラインへの対応方

　針を定めるなど、態勢整備に取組んでいます。　　

　　本ガイドラインにもとづき経営者保証に依存しない融資の一層の促進に努めるとともに、お客様との保証

　契約を締結する場合やお客様が本ガイドラインに則した保証債務の整理を申し立てられた場合は、本ガイド

　ラインにもとづいて誠実に対応するよう取組んでまいります。

　《経営者保証に関するガイドラインへの対応方針》

　　＞＞＞ http://www.jabank-shizuoka.gr.jp/shinren/enkatsuka/index.html
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◇　「公益信託ＪＡ・静岡県信連民俗芸能振興基金」による地域の民俗芸能保存・伝承活動への支援

◇　地域貢献活動等への取組み

４．社会的・文化的貢献活動等

《しずおか民俗芸能マップ》

ＪＡバンク静岡は、農協法制定５０周年記念事業の一環
として平成１１年３月に創設した「公益信託ＪＡ・静岡県
信連民俗芸能振興基金」により、静岡県内各地の民俗芸能
の保存・伝承活動に取組んでいる団体や個人に対して、支
援しております。
これまで、延べ１７１団体に対し、約４，０６０万円の

助成を行いました（平成２５年度（第１５回目）について
は１５団体に対し総額約３６０万円を助成しました。）。
なお、静岡県内各地の国・県指定の無形民俗文化財保護

団体を掲載した「しずおか民俗芸能マップ」は、ＪＡ窓口
および各市町の教育委員会等に設置しています。
今後も民俗芸能の保存・伝承活動に取組む団体や個人の

皆様に対する助成活動を通し、地域文化活動を支援します。

「公益信託JA・静岡県信連民俗芸能振興基金」に関するお問い合わせ先
●農中信託銀行株式会社 TEL．03-５２８１-１３４０
●静岡県信連 総務部 TEL．05４-２８４-９６５２

地域貢献及び環境保全活動への取組みの一環として、平成２６年５月２４日に「普通救命講習」を受講し、
心肺蘇生法及びＡＥＤの使用方法について学びました。また、平成２６年７月１２日に開催された「富士山
麓育林活動」へも参加しました。これからも、職員一人ひとりが地域に貢献できることに、積極的に取組ん
でいきたいと考えています。

《 普通救命講習 》

《 育林活動 》
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◇　東日本大震災で被災した農業復興支援

◇　「静岡県障害者芸術祭」への特別協賛

◇　ＪＡバンク静岡から県内の小学校への教材本贈呈

「静岡県障害者芸術祭」は、障害のある方々に芸術活動等
の発表機会を提供し、芸術を介して多くの人々との交流を図
ることにより、県民の間に障害者福祉への理解と関心を深め
ていただくため、障害者週間の関連行事として開催されてい
ます。
当会は本芸術祭の主旨に賛同し、毎年協賛として参加して
います。

《 障害者芸術祭ポスター》

ＪＡバンクグループでは全国的な取組みとして、平成20
年度から、子どもたちの農業への理解をはぐくみ、農業ファ
ンの拡大や地域発展に貢献することを目的とした食農教育応
援事業に取組んでいます。この事業の一環として、子どもた
ちが食・環境と農業への理解を深めるきっかけとなることを
願い、補助教材「農業とわたしたちのくらし」を制作し、県
内5４３校の小学５年生（約３万４千人）に贈呈しました。

《 農業とわたしたちのくらし》

全国のＪＡグループが協同して支援隊を結成し、
東日本大震災で被災したＪＡ・農家組合員の復興
に向けた活動を行っています。
当会も、昨年に引続き本年6月に３名の職員を

全国ＪＡグループ支援隊に派遣し、生産者・ＪＡ
施設等の復旧作業を手伝うなど、被災地における
ＪＡ・農業の復興支援に取組んでいます。

《 復興支援 》
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